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は
じ
め
に

岡
岷
山（
一
七
三
四
〜
一
八
〇
六
）
は
広
島
藩
士
で
、
当
地
の
画
家
と
い
え
ば
必
ず

名
の
挙
が
る
人
物
で
あ
る
。
岷
山
に
つ
い
て
黒
川
修
一
論
文（
二
〇
一
八

（
１
））は

、
広
島
藩

儒
頼
春
水（
一
七
四
六
〜
一
八
一
六
）
の
著
作
類
か
ら
寛
政
・
享
和
期（
一
七
八
九
〜

一
八
〇
四
）に
お
け
る
関
係
記
事
八
件
を
見
出
し
、
公
務
や
藩
の
関
係
者
の
た
め
の
重

要
な
画
事
に
お
い
て「
意
外
」
に
も
山
水
画
や
山
水
人
物
画
の
画
題
が
選
ば
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
同
論
文
で「
意
外
」
と
述
べ
る
前
提
に
は
、
岷
山
に《
梅
花
小
禽

図
》（
図
１
）（
広
島
県
立
美
術
館
蔵
）や《
厳
島
図
》（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
／
肥
前
大
村

家
伝
来
）な
ど
の
実
作
品
が
あ
り
、
花
鳥
画
や
真
景
図
に
優
れ
た
画
家
で
あ
る
と
認
識

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
る

（
２
）。
他
方

で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
山
水
画
や

山
水
人
物
画
の
実
作
品
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
本
稿
で

は
、
筆
者
が
近
年
確
認
し
た
な
か

で
寛
政
・
享
和
期
の
制
作
と
み
る

《
玉
津
島
・
人
丸
・
赤
人
図
》《
山
水

図
》《
山
水
四
景
図
》の
三
件
を
紹
介
す
る
。
つ
い
て
は
、
作
品
ご
と
に
基
礎
情
報
、
画

面
の
構
成
内
容
、
形
態
の
描
写
方
法
、
若
干
の
考
察
を
述
べ
、
未
周
知
の
作
品
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

一
　
玉
津
島
・
人
丸
・
赤
人
図
に
つ
い
て

（
一
）
作
品
の
基
礎
情
報

《
玉
津
島
・
人
丸
・
赤
人
図
》（
図
２
）（
口
絵
１
）
は
、
縦
一
〇
八・
三
㎝
×
横

四
〇・
三
㎝
の
絹
本
に
着
色
、
三
幅
対
と
し
て
描
か
れ
た
掛
物
で
あ
る
。
各
画
面
に
は

中
幅
に
和
歌
神
の
衣
通
姫
尊
を
祀
る
玉
津
島
神
社（
和
歌
山
市
）
の
風
景
、
左
幅（
向

か
っ
て
右
）に
歌
聖
柿
本
人
麻
呂（
六
六
二
〜
七
一
〇
）と
そ
の
一
首「
ほ
の
ぼ
の
と
明

石
の
浦
の
朝
霧
に
島
隠
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ
」
の
歌
意
、
右
幅（
向
か
っ
て
左
）
に

歌
聖
山
部
赤
人（
七
〇
〇
〜
七
三
六
）
と
そ
の
一
首「
若
の
浦
に
潮
満
ち
来
れ
ば
潟
を

無
み
葦
辺
を
さ
し
て
鶴（
た
づ
）鳴
き
渡
る
」の
歌
意
を
表
す
。
落
款（
図
３
）は
各
画

面
の
下
方
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に「
岡
煥
」
と
楷
書
で
記
し
、
縦
二・
〇
㎝
×
横
一・
二

㎝
の「
岡
煥
𣊽
山
」白
文
連
珠
印
を
捺
す
。
こ
の
三
幅
対
の
箱
書（
図
４
）に
は
蓋
表
に

「
掛
物　

玉
津
嶋　

人
丸　

赤
人　

三
幅
對
」、
蓋
裏
に「
寛
政
九
丁
巳
年
三
月　

岡
利

寛
政
・
享
和
期
に
お
け
る
岡
岷
山
の
山
水
画

隅
　
川
　
明
　
宏

図1　梅花小禽図
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源
太
岷
山
画
」
と
い
う
墨
書
が
あ
り
、
制
作
年
は
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）
を
目
安
に

み
る
こ
と
が
で
き
る

（
３
）。

来
歴
に
つ
い
て
は『
先
哲
遺
墨
集
』（
頼
山
陽
文
徳
殿
、
一
九
三
三
年
三
月
）
に「
廣

島
市　

新
延
良
一
氏
蔵
」「
山
水
三
幅
對
圖
」と
し
て
掲
載
、
公
開
さ
れ
、
そ
の
後『
当

市
武
田
氏
某
氏
所
蔵
品
入
札
目
録
』（
広
島
市
公
会
堂
、
一
九
三
三
年
五
月
）
に
掲
載
、

売
立
に
出
さ
れ
た
。
近
年
の
掲
載
、
公
開
歴
で
知
る
情
報
は
な
く
、
現
在
は
個
人
蔵
で

あ
る
。

図2　玉津島・人丸・赤人図

図3　落款図4　箱書
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配
す
る
。

左
右
幅
の
画
面
は
下
三
分
の
一
を
海
岸
、
上
三
分
の
二
を
対
岸
、
天
空
と
し
、
上
下

二
段
の（
左
幅
）
霧
、（
右
幅
）
霞
に
よ
り
三
層
に
区
切
る
。
下
辺
か
ら
見
て
、
第
一
層

は
和
歌
の
詠
み
手
を
大
き
く
据
え
、（
左
幅
）
砂
浜
に
右
膝
を
立
て
て
座
る
直
衣
・
指

貫
・
萎
烏
帽
子
姿
の
人
麻
呂
、
紙
に
筆
硯
、
二
本
の
松
を
配
し
、（
右
幅
）岩
礁
に
両
膝

を
開
い
て
座
る
直
衣
・
指
貫
・
萎
烏
帽
子
姿
の
赤
人
、
二
本
の
紅
葉
樹
、
秋
草
を
配
す

る
。
第
二
層
は
和
歌
の
情
景（
歌
意
）
を
可
視
化
し
、（
左
幅
）
帆
影
、（
右
幅
）
葦
辺
に

鶴
を
配
す
る
。
第
三
層
は（
左
幅
）天
空
、（
右
幅
）山
嶺
を
配
す
る
。

（
三
）
形
態
の
描
写
方
法

形
態
の
描
写
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
の
配
置
を
淡
墨
や
淡
彩
の
地
塗
り
で
お
お
ま
か

に
作
り
、
そ
の
上
に
中
墨
の
線
を
引
い
て
輪
郭
を
定
め
、
濃
墨
や
濃
彩
を
施
し
て
仕
上

げ
る
と
い
う
手
順
を
基
本
と
す
る
。
以

下
で
は
、
①
岩
や
山
、
②
草
木
、
③
地

面
や
水
面
、
④
大
気
、
⑤
人
物
等
を
表

す
筆
法
、
⑥
支
持
体
と
し
た
絹
本
を

み
る
。

ま
ず
①
近
景
に
あ
る
岩
山
は
淡
緑
色

を
塗
り
、
淡
墨
、
中
墨
の
線
を
引
き
、

線
の
肥
痩
で
輪
郭
を
強
調
し
、
濃
墨
を

塗
り
重
ね
て
凸
凹
に
起
伏
す
る
岩
肌
を

表
す
。
中
景
、
遠
景
に
あ
る
山
並
み
は

淡
緑
色
を
塗
り
、
そ
の
稜
線
に
淡
墨
の

線
を
引
き
、
滑
ら
か
な
山
肌
を
表
す
。

（
二
）
画
面
の
構
成
内
容

各
画
面
は
縦
に
長
く
、
縦
横
比
は
横
に
対
し
て
縦
が
約
二・
七
倍
で
あ
る
。
平
野
や

山
並
み
を
広
く
捉
え
る
俯
瞰
視
に
よ
り
下
辺
か
ら
上
辺
に
向
か
っ
て
近
景
、
中
景
、
遠

景
と
し
、
雲
や
霧
、
霞
と
い
っ
た
大
気
表
現
に
よ
り
画
面
の
奥
行
き
を
階
層
化
し
て
構

成
す
る
。
具
体
に
は
次
の
と
お
り
で
、
中
幅
と
左
右
幅
に
分
け
て
み
る
。

中
幅
の
画
面
は
下
三
分
の
一
を
平
野
、
上
三
分
の
二
を
山
野
、
天
空
と
し
、
上
下
四

段
の
雲
に
よ
り
平
野
を
二
層
、
山
野
を
二
層
、
天
空
と
あ
わ
せ
て
五
層
に
区
切
る
。
下

辺
か
ら
見
て
、
平
野
の
第
一
層
は
右
か
ら
左
に
打
ち
寄
せ
る
波
頭
、
中
央
に
砂
浜
、
左

端
に
岩
山（
鏡
山
）
と
松
を
配
し
、
松
に
は
岩
壁
か
ら
下
方
に
幹
を
伸
ば
す
も
の
、
そ

の
奥
の
砂
浜
か
ら
上
方
に
幹
を
伸
ば
す
も
の
が
あ
る
。
第
二
層
は
砂
浜
に
立
つ
明
神
鳥

居
を
配
す
る
。
山
野
と
な
る
第
三
層
は
春
日
造
の
神
社
本
殿
と
、
そ
れ
を
囲
う
よ
う
な

松
林
、
山
並
み（
奠
供
山
）
を
配
し
、
第
四
層
は
遠
山
、
第
五
層
の
天
空
に
は
満
月
を

図5　部分（縦24.0㎝×横36.0㎝範囲）

図6　部分（縦24.0㎝×横36.0㎝範囲）

図7　絹本（経糸5.0㎜範囲）
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線
で
収
筆
を
抜
き
、
葦
の
穂
を
垂
ら
す
様
子
に
は
上
か
ら
下
へ
、
右
下
へ
、
右
へ
と
勢

い
の
あ
る
短
線
を
打
ち
、
雲
の
場
合
に
は
輪
郭
を
表
し
、
霧
の
場
合
に
は
輪
郭
を
ぼ
か

し
、
霞
の
場
合
に
は
筆
の
穂
先
を
残
し
て
表
す
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
異
な
る
太
さ

の
経
糸
と
緯
糸
に
よ
り
適
度
な
大
き
さ
の
隙
間
が
生
じ
た
絹
目
の
様
態
も
、
性
質
上
、

顔
料
の
接
着
力
や
裏
彩
色
の
透
過
性
に
優
れ
、
色
彩
表
現
へ
の
適
性
が
高
い
と
み
ら
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
墨
や
染
料
を
主
体
と
す
る
。
は
じ
め
に
挙
げ
た《
梅
花
小
禽
図
》
や

《
厳
島
図
》
に
お
け
る
緻
密
な
描
線
、
濃
彩
に
よ
る
作
画
と
は
異
な
り
、
水
墨
や
淡
彩

に
よ
る
基
準
作
品
と
み
ら
れ
る
。

画
題
と
し
て
の「
玉
津
島（
和
歌
の
神
と
し
て
の
衣
通
姫
）・
人
麻
呂
・
赤
人
」
は
、

一
般
に
和
歌
三
神
あ
る
い
は
和
歌
三
聖
と
称
さ
れ
、
和
歌
の
上
達
を
願
う
人
々
ら
に
尊

ば
れ
た
。
し
た
が
っ
て
人
物
画
と
す
る
の
が
通
例
で
、
江
戸
時
代
に
は
人
物
に
そ
れ
ぞ

れ
の
和
歌
を
書
き
、
歌
意（
和
歌
の
情
景
）
を
描
き
添
え
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
人

麻
呂
に
は
帆
影
、
赤
人
に
は
葦
辺
に
鶴
、
玉
津
島
に
は
松
が
主
な
歌
意
と
な
る
。
す
な

わ
ち
海
浜
の
中
空
に
突
き
出
す
鏡
山
の
松
は
、
現
世
と
常
世
の
境
で
あ
り
、
衣
通
姫
の

一
首「
立
ち
帰
り
又
も
此
の
世
に
跡
た
れ
ん
名
も
面
白
き
わ
か
の
浦
浪
」
に
沿
う
歌
意

を
表
し
、
こ
の
作
品
も
和
歌
三
神
図
の
類
型
と
し
て
成
り
立
つ
。

そ
れ
に
し
て
も
玉
津
島
の
社
殿
を
描
き
、
画
面
を
隔
て
た
二
人
の
歌
聖
が
社
殿
を
も

仰
ぎ
見
る
よ
う
な
三
幅
対
構
成
と
す
る
の
は
異
例
で
、
こ
こ
に
広
島
藩
士
岡
岷
山
の
意

図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
玉
津
島
は
和
歌
の
名
所
で
あ
る
が
、
広
島
藩

に
と
っ
て
は
二
祖
浅
野
幸
長
が
治
世
の
と
き
社
殿
再
建
に
取
り
組
ん
だ
重
要
な
旧
跡
で

あ
っ
た
。
こ
の
作
品
の
箱
書
に
よ
り
推
定
さ
れ
る
寛
政
九
年
と
い
う
年
代
は
藩
政
記
録

の
整
理（
寛
政
八
年『
事
蹟
緒
鑑
』編
纂
完
了
）や
、
初
祖
長
政
、
二
祖
幸
長
を
含
む
浅

野
家
歴
代
事
績
の
回
顧（
寛
政
十
二
年『
済
美
録
』編
纂
本
格
化
）が
図
ら
れ
た
時
期
で

あ
り
、
そ
う
し
た
機
運
が
玉
津
島
を
描
く
の
に
社
殿
中
心
の
山
水
画
、
真
景
図
へ
の
翻

ま
た
、
岩
肌
、
山
肌
の
窪
み
や
重
な
り
が
あ
る
部
分
に
群
青
色
を
わ
ず
か
に
塗
り
、
諧

調
を
多
く
す
る（
図
５
）。
②
草
木
で
は
、
近
景
に
あ
る
松
は
根
元
に
代
赭
色
を
塗
り
、

幹
に
淡
墨
を
重
ね
、
輪
郭
に
中
墨
の
線
を
引
き
表
す
。
ま
た
遠
景
と
す
る
山
並
み
の
稜

線
に
沿
っ
て
横
方
向
に
淡
緑
色
の
短
点
、
い
わ
ゆ
る
米
点
を
用
い
て
、
山
上
の
森
林
を

表
す
。
他
方
で
右
幅
の
紅
葉
樹（
幹
の
一
部
、
枝
葉
）、
下
草
や
葦
は
墨
、
代
赭
色
、

淡
藍
色
の
線
を
引
き
、
描
線
そ
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
に
転
じ
る
。
③
地
面
に

は
、
淡
墨
を
平
滑
に
塗
り
起
伏
の
な
い
湿
っ
た
砂
浜
を
、
ま
た
墨
の
擦
れ
を
重
ね
て
ご

つ
ご
つ
し
た
岩
礁
を
表
す
。
樹
木
の
根
回
り
に
は
淡
緑
色
を
平
塗
り
し
、
地
面
が
海
に

向
か
っ
て
少
し
傾
斜
す
る
様
子
に
は
淡
墨
の
線
を
引
き
、
ま
た
波
に
は
波
打
ち
に
沿
う

よ
う
に
淡
藍
色
を
平
塗
り
し
、
草
木
の
あ
る
海
浜
風
景
を
表
す
。
葦
辺
も
淡
墨
を
地
塗

り
し
、
直
に
表
す（
図
６
）。
④
大
気
は
、
淡
墨
の
地
塗
り
を
外
隈
と
す
る
素
地
に

よ
っ
て（
白
）雲
、
霧
、
霞
を
表
す
。
⑤
人
物
は
、
衣
服
に
浅
葱
色
あ
る
い
は
焦
茶
色
、

朱
色
を
塗
り
、
淡
墨
の
細
線
を
重
ね
、
文
様
は
濃
墨
、
金
泥
の
細
線
を
用
い
て
表
す
。

神
社
や
鳥
居
、
帆
影
、
鶴
な
ど
の
表
現
に
も
細
線
を
用
い
て
、
緻
密
で
あ
る
。

な
お
⑥
支
持
体
と
し
た
絹
本
は
、
経
糸
二
本
を
添
わ
せ
た
筬
目
二
ツ
入
の
平
織

で
あ
る
。
経
糸
五
・
〇
㎜
範
囲
の
撮
影
画
像
（
図
７
）
を
目
視
す
れ
ば
、
経
糸
の

糸
幅
〇
・
〇
九
㎜
程
度
、
緯
糸
の
糸
幅
〇
・
一
三
㎜
程
度
、
糸
の
交
差
に
よ
る
絹
目

は
縦
〇
・
〇
八
㎜
×
横
〇
・
二
三
㎜
程
度
で
、
五
・
〇
㎜
四
方
あ
た
り
の
糸
数
は
経

糸
二
十
四
本
、
緯
糸
二
十
四
本
で
あ
る
。
撮
影
箇
所
に
よ
っ
て
多
少
の
差
異
は
あ

る
が
、
糸
幅
、
糸
数
は
三
幅
に
お
お
む
ね
共
通
す
る
。

（
四
）
小
考

こ
の
作
品
は
筆
の
働
き
に
よ
る
形
態
の
描
き
分
け
が
明
確
で
、
た
と
え
ば
葦
が
茎
を

伸
ば
す
様
子
に
は
起
筆
を
鋭
く
打
ち
込
み
、
下
か
ら
右
上
に
向
か
っ
て
切
れ
の
よ
い
直
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（
二
）
画
面
の
構
成
内
容

画
面
は
縦
長
く
、
縦
横
比
は
横
に
対
し
て
縦
が
約
三・
一
倍
で
あ
る
。
岩
山
の
側
面

を
捉
え
る
水
平
視
や
山
頂
の
高
さ
を
捉
え
る
仰
角
視
、
山
間
の
谷
を
捉
え
る
俯
瞰
視
を

混
在
し
、
下
辺
か
ら
上
辺
に
向
か
っ
て
近
景
、
中
景
、
遠
景
と
し
、
ま
た
雲
の
大
気
表

現
に
よ
り
画
面
の
奥
行
き
を
階
層
化
し
て
構
成
す
る
。

具
体
に
は
次
の
と
お
り
で
、
画
面
の
下
三
分
の
一
を
平
野
、
上
三
分
の
二
を
山
野
と

し
、
上
下
三
段
の
雲
に
よ
り
平
野
と
山
野
を
あ
わ
せ
て
四
層
に
区
切
る
。
下
辺
か
ら
見

て
、
平
野
の
第
一
層
は
二
人
の
人
物
が
歩
く
谷
道
と
六
本
の
樹
木
を
頂
部
に
生
や
す
岩

頭
を
中
心
と
し
、
岩
頭
の
奥
に
樹
影
、
さ
ら
に
奥
の
山
間
を
縫
っ
て
流
れ
来
る
小
川
が

一
段
、
二
段
の
滝
と
な
り
平
水
に
至
る
水
景
を
配
す
る
。
山
野
の
第
二
層
、
第
三
層
、

第
四
層
に
は
屹
立
し
た
岩
山
を
各
層
一
岳
で
配
し
、
第
四
層
で
は
岩
山
の
左
右
に
四
岳

の
遠
山
を
配
す
る
。

（
三
）
形
態
の
描
写
方
法

形
態
の
描
写
に
あ
た
っ
て
基
本
と
す
る
手
順
は《
玉
津
島
・
人
丸
・
赤
人
図
》
に
共

通
す
る
。
以
下
で
は
、
①
岩
や
山
、
②
草
木
、
③
地
面
や
水
面
、
④
大
気
、
⑤
人
物
を

表
す
筆
法
、
⑥
支
持
体
と
し
た
絹
本
を
み
る
。

ま
ず
①
岩
山
は
急
峻
で
角
張
り
起
伏
が
激
し
く
、
中
景
、
遠
景
の
岩
頭
は
左
下
か
ら

右
上
へ
と
細
く
傾
斜
し
た
形
で
あ
る
。
岩
肌
に
は
素
地
を
残
し
て
淡
墨
、
中
墨
、
濃
墨

を
重
ね
、
中
墨
、
濃
墨
の
線
を
平
行
し
て
二
重
線
の
よ
う
に
引
き
、
凸
凹
し
た
様
子
を

表
す
。
②
草
木
の
う
ち
姿
を
明
確
に
表
す
樹
木
は
根
元
に
代
赭
色
を
塗
り
淡
墨
の
線
を

引
き
、
幹
や
枝
葉
と
い
っ
た
先
端
に
向
か
っ
て
中
墨
、
濃
墨
の
線
を
重
ね
、
線
そ
の
も

の
を
樹
の
形
態
へ
と
転
じ
る
。
ま
た
、
う
っ
そ
う
と
し
た
葉
叢
は
淡
藍
色
を
平
塗
り
し

た
上
に
淡
墨
、
中
墨
、
濃
墨
の
短
点
を
左
上
か
ら
右
下
に
向
か
っ
て
密
に
打
ち
込
む

案
に
至
ら
せ
た
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
描
写
方
法
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け

る
岷
山
の
作
画
傾
向
を
理
解
す
る
の
に
重
要
な
作
品
と
い
え
よ
う
。

二
　
山
水
図
に
つ
い
て

（
一
）
作
品
の
基
礎
情
報

《
山
水
図
》（
図
８
）
は
縦
一
〇
〇・
九
㎝
×
横
三
二・
三
㎝
の
絹
本
に
墨
画
淡
彩
で
描

か
れ
た
掛
物
で
あ
る
。
画
面
に
は
上
下
前
後
に
層
を
な
し
て
屹
立
し
た
岩
山
、
小
川
が

二
段
の
滝
を
経
て
平
水
に
至
る
水
景
、
谷
道
で
会
話
す
る
二
人
の
人
物
を
表
す
。
落
款

（
図
９
）
は
画
面
の
左
上
に
あ
り
、「
岷
山
岡
煥
寫
」
と
行
草
書
で
記
し
、
縦
二・
〇
㎝
×

横
一・
二
㎝
の「
岡
煥
𣊽
山
」
白
文
連
珠
印
を
捺
す
。
ま
た
、
表
具
裏
面
の
外
題
に
は

「
清
徳
院
様
よ
り
拝
領　

山
水
画　

岷
山
」と
い
う
墨
書
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
掲
載
、

公
開
歴
で
知
る
情
報
は
な
く
、
現
在
は
個
人
蔵
で
あ
る
。

図8　山水図図9　落款
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（
図
10
）。
③
地
面
に
は
谷
道
に
淡
緑
色
を
平
塗
り
し
、
濃
緑
色
の
点
を
葉
叢
よ
り
も

小
さ
く
打
ち
、
草
の
茂
り
を
表
す
。
ま
た
、
水
面
に
は
淡
墨
の
点
線
を
垂
直
に
少
し
長

め
に
打
ち
、
水
草
を
表
す
。
④
大
気
は
淡
墨
の
平
塗
り
を
外
隈
と
し
、
も
く
も
く
と
し

た（
白
）
雲
を
表
す
。
⑤
人
物
に
は
淡
墨
、
代
赭
色
を
平
塗
り
し
、
中
墨
、
濃
墨
の
線

を
引
き
、
目
や
眉
、
口
髭
を
点
じ
、
杖
を
握
る
様
子
も
簡
略
な
が
ら
緻
密
な
描
写
で
あ

る（
図
11
）。

な
お
⑥
支
持
体
と
し
た
絹
本
は
、
経
糸
二
本
を
添
わ
せ
た
筬
目
二
ツ
入
の
平
織

で
あ
る
。
経
糸
五
・
〇
㎜
範
囲
の
撮
影
画
像
（
図
12
）
を
目
視
す
れ
ば
、
経
糸
、

緯
糸
と
も
に
糸
幅
〇
・
一
四
㎜
程
度
、
糸
の
交
差
に
よ
る
絹
目
は
縦
〇
・
〇
二
㎜
×

横
〇
・
一
四
㎜
程
度
で
、
五
・
〇
㎜
四
方
あ
た
り
の
糸
数
は
経
糸
二
十
四
本
、
緯
糸

三
十
一
本
で
あ
る
。
経
糸
と
緯
糸
は
均
質
に
太
く
、
絹
目
が
非
常
に
詰
む
。
江
戸

時
代
絵
画
で
広
く
認
識
さ
れ
る
様
態
で
は
な
い
が
、
広
島
県
立
美
術
館
蔵
《
諸
家

書
画
帖
》
中
の
土
佐
光
貞
や
板
谷
桂
舟
な
ど
の
作
品
に
も
類
品
を
確
認
で
き
る

（
図
13
）
。

（
四
）
小
考

こ
の
作
品
に
お
い
て
は
、
墨
や
染
料
の
浸
透
効
率
を
高
め
た
絹
本
を
支
持
体
に
用
い

て
お
り
、
と
り
わ
け
墨
の
諧
調
を
微
細
に
表
現
す
る
こ
と
に
奏
功
し
て
い
る
。
あ
わ
せ

て
注
目
し
た
い
の
は
、
中
央
に
大
き
な
山
を
配
し
、
奥
行
き
を
階
層
化
す
る
画
面
の
構

成
や
、
樹
木
の
根
元
を
明
る
く
先
端
に
向
か
っ
て
墨
の
濃
度
を
上
げ
て
描
く
手
法
で
あ

る
。
こ
う
し
た
特
徴
に
は
、
岷
山
が
室
町
時
代
の
水
墨
画
や
中
国
宋
元
時
代
の
山
水
画

な
ど
に
関
心
を
向
け
て
い
た
可
能
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

外
題
に
記
さ
れ
た
「
清
徳
院
様
」
は
、
広
島
藩
主
浅
野
重
晟
（
一
七
四
三
〜
一

八
一
三
、
在
位
一
七
六
三
〜
一
七
九
九
）
の
娘
で
肥
前
唐
津
藩
主
水
野
忠
光
（
一

七
七
一
〜
一
八
一
四
）
に
嫁
し
た
勝
姫
（
一
七
七
四
〜
一
八
一
九
）
の
戒
名
（
院

図12　絹本（経糸5.0㎜範囲） 図10　部分（縦24.0㎝×横36.0㎝範囲）

図13　絹本（経糸5.0㎜範囲） 図11　部分（縦24.0㎝×横36.0㎝範囲）
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殿
号
）
に
一
致
す
る
か
ら
、
勝
姫
そ
の
人

と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
勝
姫
の
義

夫
に
あ
た
る
忠
鼎
（
一
七
四
四
〜
一
八
一

八
）
は
重
晟
と
は
一
歳
違
い
の
実
弟
で
、

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
水
野
忠
任
の

養
子
と
な
り
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

九
月
に
家
督
を
相
続
し
た
。
そ
れ
以
降
、

し
ば
し
ば
広
島
城
下
に
立
ち
寄
り
兄
重
晟

と
も
良
好
な
関
係
を
保
ち
、
ま
た
文
献
上

で
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
十
二
月
に

「
漁
楽
図
」
「
採
蓮
図
」
と
推
定
さ
れ
る

岷
山
画
二
幅
に
頼
春
水
の
題
賛
を
求
め
た

例
も
知
ら
れ
る

（
４
）。
「
漁
楽
図
」「
採
蓮
図
」

同
様
、
主
君
の
密
な
縁
戚
関
係
に
結
び
つ

き
、
藩
の
関
係
者
ら
が
求
め
た
岷
山
画
の

一
面
を
理
解
す
る
の
に
資
す
る
作
品
と
い

え
よ
う
。

三
　
山
水
四
景
図
に
つ
い
て

（
一
）
作
品
の
基
礎
情
報

《
山
水
四
景
図
》（
図
14
）（
口
絵
2
）
は
天

地
二
八・
九
㎝
×
長
さ
五
三
一・
〇
㎝
の
紙
本

に
着
色
で
、
四
図
が
描
か
れ
た
巻
物
で
あ

図14　山水四景図
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眺
望
す
る
視
点
や
中
央
か
ら
左
右
に
広
く
展
望
す
る
視
点
に
よ
り
各
図
は
広
角
で
、
霞

や
雨
、
靄
、
雪
と
い
っ
た
大
気
表
現
も
画
面
ご
と
の
主
要
な
景
観
と
な
っ
て
お
り
、
前

二
作
品
の
画
面
構
成
と
は
大
き
く
異
な
る
。
以
下
、
一
図
ご
と
に
分
け
て
み
る
。

第
一
図「
花
村
暁
月
」（
図
14
第
一
段
）（
口
絵
2
）は
画
面
右
に
小
丘
、
岩
頭
に
根
を

張
る
梅
樹
、
小
径
に
渓
流
、
茅
屋
に
人
物
を
配
す
る
。
茅
屋
は
二
軒
あ
り
、
そ
の
う
ち

一
軒
で
は
間
口
の
幕
を
開
け
た
人
物
が
屋
外
を
見
遣
る
。
屋
外
に
は
紅
白
、
葉
交
じ
り

の
梅
花
が
あ
る
。
画
面
中
央
は
平
地
で
、
小
川
に
橋
、
梅
樹
な
ど
の
樹
林
や
垣
で
囲
う

村
落
を
配
す
る
。
村
落
は
四
軒
、
五
軒
で
ひ
と
か
た
ま
り
と
し
、
垣
で
囲
う
な
か
に
二

層
の
楼
も
あ
る
。
画
面
左
は
湿
地
に
水
草
、
平
た
く
広
が
る
水
面
を
配
す
る
。
ま
た
上

辺
に
は
中
央
か
ら
左
に
か
け
て
山
岳
、
満
月
を
配
し
、
全
体
に
霞
の
気
配
を
広
げ
る
。

第
二
図「
萍
江
晩
雨
」（
図
14
第
二
段
）（
図
16
）は
画
面
右
に
垣
で
囲
う
村
落
、
そ
の

手
前
を
流
れ
る
川
、
小
径
に
橋
を
配
す
る
。
川
岸
に
は
茎
状
や
葉
状
の
水
草
を
繁
茂
さ

せ
、
二
つ
の
橋
で
両
岸
と
中
洲
を
結
び
、
地
面
に
は
四
本
、
五
本
、
六
本
と
集
ま
る
樹

木
の
か
た
ま
り
を
配
す
る
。
画
面
中
央
は
大
き
く
開
け
た
波
打
つ
水
面
で
、
籠
と
竿
を

載
せ
た
一
艘
の
舟
に
蓑
姿
の
人
物
、
五
、六
本
の
柳
を
配
す
る
。
画
面
左
に
は
川
に
突

き
出
す
細
道
、
四
阿
に
桟
橋
、
水
上
の
籠
、
葦
を
配
す
る
。
ま
た
上
辺
全
体
に
雨
の
気

配
を
広
げ
る
。

第
三
図「
竹
林
夕
靄
」（
図
14
第
三
段
）（
図
17
）は
画
面
右
に
低
く
広
が
る
岩
山
、
そ

れ
を
迂
回
し
て
奥
か
ら
手
前
へ
流
れ
る
小
川
、
十
数
本
を
ひ
と
か
た
ま
り
と
し
て
竹
林

を
配
す
る
。
中
央
に
は
竹
林
を
や
は
り
十
数
本
の
か
た
ま
り
と
し
、
垣
囲
い
の
あ
る
村

落
を
配
す
る
。
村
落
に
は
十
数
軒
が
立
ち
並
び
、
そ
の
う
ち
一
軒
に
屋
外
を
見
遣
る
一

人
の
人
物
を
配
す
る
。
下
方
に
は
二
本
の
樹
木
を
生
や
す
岩
頭
を
配
す
る
。
左
に
は
具

体
の
景
物
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
靄
の
気
配
を
広
げ
る
。
上
辺
全
体
に
は
遠
山
と
共
に

靄
の
気
配
を
広
げ
る
。

る
。
画
面
は
四
紙
継
ぎ
で
、
各
紙
の
長
さ
は
①
一
三
二・三
㎝
、
②
一
三
三・七
㎝
、
③

一
三
二・八
㎝
、
④
一
三
二・二
㎝
で
あ
る
。
一
紙
に
一
図
と
し
、
①
第
一
図
は
梅
花
に

囲
ま
れ
た
村
落
を
月
が
照
ら
し
、
霞
が
た
な
び
く
春
の
明
け
方
、
②
第
二
図
は
柳
や
水

草
、
葦
の
繁
茂
す
る
川
面
に
舟
が
浮
か
び
、
雨
が
降
る
夏
の
夜
更
け
、
③
第
三
図
は
竹

林
に
囲
ま
れ
た
村
落
に
紅
葉
が
色
づ
き
、
靄
が
遠
く
の
視
界
を
遮
る
秋
の
夕
方
、
④
第

四
図
は
松
が
連
な
る
渓
流
沿
い
の
谷
道
を
二
人
の
人
物
が
歩
き
、
雪
が
解
け
残
っ
た
冬

の
日
盛
り
で
あ
る
。
総
じ
て
川
が
流
れ
る
平
野
を
中
心
に
、
人
物
や
家
屋
、
四
季
の
象

徴
と
な
る
樹
木
、
気
象
や
時
間
帯
の
差
異
を
表
す
。
落
款（
図
15
）
は
各
図
の
末
尾
に

あ
り
、
一
図
ご
と
に「
花
村
暁
月
」「
萍
江
晩
雨
」「
竹
林
夕
靄
」「
松
溪
殘
雪　

岷
山
岡

煥
寫
」を
楷
書
で
記
し
、
四
図
と
も
に
縦
一・三
㎝
×
横
〇・九
㎝
の「
煥
君
章
」朱
文
連

珠
印
を
捺
す
。

来
歴
は
不
明
で
あ
る
。
令
和
五
年
度
、
広
島
県
立
美
術
館
所
蔵
作
品
展
の
一
角
に
借

用
展
示（

５
）し

た
が
、
そ
れ
以
前
の
公
開
、
掲
載
歴
で
知
る
情
報
は
な
く
、
現
在
は
個
人
蔵

で
あ
る
。

（
二
）
画
面
の
構
成
内
容

画
面
は
横
長
く
、
一
紙
一
図
の
長
さ
に
最
大
一・
五
㎝
の
差
は
あ
る
が
、
縦
横
比
は

縦
に
対
し
て
横
が
約
四・
六
倍
で
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
右
下
辺
か
ら
左
上
辺
に
向
か
っ
て図15　落款
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代
赭
色
を
塗
り
、
淡
墨
の
線
を
引
き
、
幹
や
枝
葉
と
いっ
た
先
端
に
向
か
っ
て
中
墨
、

濃
墨
を
重
ね
、
描
線
そ
の
も
の
を
形
態
に
転
じ
る
。
枝
に
は
桃
色
、
白
色
、
緑
色
の

濃
彩
の
点
で
花
や
葉
を
表
す
。
③
地
面
は
、
小
川
に
接
す
る
場
所
に
は
淡
墨
を
平
滑

に
塗
っ
て
起
伏
の
な
い
湿
っ
た
土
壌
を
表
し
、
村
落
に
近
い
場
所
に
は
皴
を
入
れ
て
起

伏
と
硬
さ
の
あ
る
土
壌
を
表
す
。
水
面
に
は
、
淡
藍
色
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
薄
く
平

塗
り
す
る
。
道
は
淡
い
白
緑
色
を
塗
る
。
④
外
隈
の
塗
り
残
し
に
よ
る
大
気
は
、
墨

を
塗
り
、
滲
み
、
暈
し
な
ど
を
加
え
る
。
霞
は
横
方
向
に
長
く
細
く
、
平
行
を
保
ち

な
が
ら
墨
を
塗
り
表
す
。
雨
は
上
下
に
小
さ
く
振
れ
な
が
ら
横
方
向
に
長
く
塗
り
、

縦
方
向
に
薄
く
滲
ま
せ
て
広
範
に
表
す
。
靄
は
横
方
向
に
長
く
細
く
、
平
行
を
保
ち

な
が
ら
墨
を
塗
り
、
そ
の
筆
致
を
柔
ら
か
く
暈
し
な
が
ら
表
す
。
雪
は
地
塗
り
の
墨

に
よ
っ
て
外
隈
と
し
て
の
輪
郭
を
作
り
、
そ
の
内
側
に
岩
山
や
樹
木
な
ど
を
加
え
る
こ

と
で
塗
り
残
し
が
残
雪
へ
と
転
化
す
る
様
子
を
表
す
。
⑤
人
物
は
彩
色
の
上
に
淡
墨
、

中
墨
、
濃
墨
の
線
を
引
き
、
目
や
眉
、

口
髭
を
点
じ
、
杖
を
握
る
様
子
も
簡
略

な
が
ら
緻
密
な
描
写
で
あ
る
。

な
お
⑥
支
持
体
と
し
た
紙
本
は
、
灰

褐
色
の
白
み
が
強
い
紙
質
で
、
表
面
に

は
白
い
粒
子
が
均
質
に
付
着
す
る（
雲
母

引
き
）。

（
四
）
小
考

紙
本
に
は
、
白
さ
か
ら
推
し
て
竹
紙

を
用
い
た
こ
と

（
６
）
が
考
え
ら
れ
る
。
竹
紙

は
元
来
、
中
国
の
書
画
で
好
ま
れ
、
室

第
四
図「
松
溪
残
雪
」（
図
14
第
四
段
）（
図
18
）は
画
面
の
右
下
辺
に
起
伏
を
縫
っ
て

道
を
配
す
る
。
中
央
の
下
辺
に
は
六
本
の
松
、
渓
流
に
架
か
る
橋
を
配
す
る
。
左
に
は

谷
道
に
二
人
の
人
物
、
渓
流
を
挟
ん
で
、
向
い
に
岩
崖
、
そ
の
岩
頭
に
二
本
、
四
本
の

松
を
配
す
る
。
ま
た
画
面
全
体
に
雪
景
を
広
げ
る
。

（
三
）
形
態
の
描
写
方
法

形
態
の
描
写
に
あ
た
っ
て
基
本
と
す
る
手
順
は
前
二
作
品
に
共
通
す
る
。
三
度
と
な

る
が
、
①
岩
や
山
、
②
草
木
、
③
地
面
や
水
面
、
④
大
気
、
⑤
人
物
を
表
す
筆
法
、
⑥

支
持
体
と
し
た
紙
本
を
み
る
。

ま
ず
①
第
一
図
右
の
岩
頭
で
は
、
下
辺
か
ら
上
辺
に
向
か
って
代
赭
色
、
淡
藍
色
、

淡
墨
、
中
墨
を
塗
り
、
淡
墨
の
線
を
引
き
、
面
と
線
に
よ
っ
て
ご
つ
ご
つ
と
し
た
質
感

を
表
し
、
緑
青
色
、
濃
墨
の
点
で
苔
を
表
す
。
②
草
木
の
う
ち
梅
の
樹
木
は
根
元
に

図16　部分（縦24.0㎝×横36.0㎝範囲）

図17　部分（縦24.0㎝×横36.0㎝範囲）

図18　部分（縦24.0㎝×横36.0㎝範囲）
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通
し
を
受
け
て
、
作
品
の
観
察
、
分
析
を
よ
り
緻
密
に
、
質
量
を
充
実
し
て
行
う
こ

と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

な
お
本
稿
の
意
図
は
、
未
周
知
の
作
品
を
紙
面
に
記
録
し
、
情
報
と
し
て
共
有
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
公
開
さ
れ
た
調
査
研
究
記
録
が
限
ら
れ
る
現
状
で
、
理
解
を
深

め
、
認
識
を
更
新
し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
の
作
業
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
江
戸

時
代
の
絵
画
全
般
で
言
え
ば
真
贋
模
写
含
め
て
、
数
多
く
の
作
品
が
伝
存
あ
る
い
は

埋
没
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
掬
い
あ
げ
る
個
人
な
く
し
て
公
共
の
理
解
も
進
み
え
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。
僭
越
な
が
ら
本
稿
に
よ
り
、
そ
う
し
た
作
品
の
収
集
に
努
め
ら

れ
、
地
域
の
美
術
史
理
解
を
支
え
ら
れ
て
き
た
個
人
ら
に
敬
意
と
謝
意
を
表
し
た
い
。

【
註
】

（
１
）
黒
川
修
一
「
同
時
代
文
献
に
見
る
広
島
藩
士
岡
岷
山
の
公
務
と
画
事
」『
藝
術
研
究
』
三
十
一
号
、
平

成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）

（
２
）
黒
川
修
一
「
岡
岷
山
研
究
序
説
」『
広
島
市
公
文
書
館
紀
要
』
十
三
号
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

（
３
）
箱
書
の
記
載
内
容
は
岷
山
自
筆
の
よ
う
に
読
め
る
。
た
だ
し
、
そ
の
筆
跡
は
起
筆
の
打
ち
込
み
が
軽

く
、
収
筆
の
止
め
撥
ね
も
丸
み
を
帯
び
、
落
款
に
み
る
鋭
く
角
張
っ
た
筆
跡
と
は
別
筆
の
可
能
性
も
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
三
月
と
い
う
年
紀
に
は
、
た
と
え
ば
所
蔵
者
に
よ
る
表

具
や
収
納
箱
の
調
製
、
作
品
の
入
手
、
あ
る
い
は
識
者
に
よ
る
鑑
賞
、
鑑
定
と
いっ
た
行
為
性
を
述
べ

る
表
現
を
伴
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
作
品
の
制
作
年
と
し
て
記
録
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
。

（
４
）
黒
川
修
一
、
前
掲
論
文
（
二
〇
一
八
）

（
５
）
広
島
県
立
美
術
館
「
縮
景
園
連
携
企
画　
（
大
名
庭
園
＋
美
術
館
）
×
現
代
ア
ー
ト
＝
記
憶
の
庭　

菅

亮
平
・
柴
川
敏
之
と
め
ぐ
る
」
展
示
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）

（
６
）
ほ
か
の
岷
山
画
で
は
《
御
許
山
勝
興
図
》（
三
原
市
佛
通
寺
蔵
）が
用
例
と
し
て
報
告
さ
れ
る
。
城
市
真

理
子
「
広
島
に
息
づ
く
近
世
の
名
品 

第
二
十
八
回 

岡
岷
山
「
御
許
山
勝
興
図
」―
文
人
画
を
思
わ
せ

る
軽
妙
で
伸
び
や
か
な
筆
致
」『Grande 

ひ
ろ
し
ま
』
三
十
一
号
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）

（
す
み
か
わ　

あ
き
ひ
ろ
／
当
館
主
任
学
芸
員
）

町
時
代
の
水
墨
画
な
ど
で
も
多
く
の
用
例
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
素
地
の
白
さ
を

活
か
し
墨
の
諧
調
を
広
げ
る
こ
と
に
適
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
で
も
そ
う
し
た
効
果
を

狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
岩
頭
の
諧
調
表
現
に
は
、
本
稿
筆
者
は
た
と
え
ば

雪
舟
《
倣
李
唐
牧
牛
図
》（
山
口
県
立
美
術
館
蔵
／
広
島
浅
野
家
伝
来
）の
瑞
々
し

さ
を
連
想
し
、
前
述
《
山
水
図
》
同
様
、
室
町
水
墨
画
に
通
じ
る
特
徴
を
挙
げ
ら
れ

る
。
他
方
、
画
巻
を
手
元
で
巻
き
進
め
て
画
中
の
山
水
に
没
入
す
る
の
で
は
な
く
、

画
面
を
幅
広
く
開
い
て
画
中
の
眺
望
を
鑑
賞
す
る
試
み
は
、
中
国
宋
元
時
代
の
山
水

画
な
ど
で
好
ま
れ
た
「
辺
角
の
景
」
を
用
い
つ
つ
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
風
景
認
識
の

展
開
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
広
島
城
下
に
あ
っ
た
藩
主
の

別
邸
庭
園
「
縮
景
園
」
で
は
文
化
元
年
（
一八
〇
四
）
頃
ま
で
に
「
縮
景
園
八
勝
」
が

選
定
さ
れ
、
園
内
か
ら
園
外
を
眺
望
し
た
様
子
を
描
い
た
《
縮
景
園
八
勝
図
》（
広
島

浅
野
家
伝
来
）
も
伝
わ
る
が
、
当
時
の
日
本
で
は
、
景
題
を
用
い
た
風
景
表
現
が
流

行
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
中
世
の
山
水
表
現
手
法
と
当
世
の
風
景
表
現
認
識
を
取

り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
寛
政
・
享
和
期
の
作
画
と
し
て
注
目
し
た
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
藩
に
関
わ
る
作
画
活
動
の
な
か
で
、
岷
山
が
描
い
た
山
水
画
や
山
水
人

物
画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
た
め
に
、
三
件
の
作
品
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
形
態
の
描
写
方
法
に
あ
た
って
の
基
本
手
順
や
細
部
の
筆
法
、
彩
色
法
な
ど
に
共

通
点
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
い
ず
れ
も
寛
政
・
享
和
期
の
制
作
と
し
て
挙
げ
る

も
の
で
あ
る
。
岩
や
山
や
草
木
、
地
面
や
大
気
の
よ
う
に
、
描
く
対
象
の
様
子
、
性

質
を
捉
え
、
そ
れ
に
適
し
た
描
写
方
法
を
選
択
す
る
、
理
知
的
な
作
画
傾
向
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
な
か
に
中
世
水
墨
画
を
想
起
さ
せ
る一面
も
あ
っ
た
。
こ
の
見
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